
ICTで開くこれからの三田の教育 

～支援を要する児童生徒の 
支援に向けたICTの活用～ 

三田市教育委員会 

NPO法人　支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部3年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




支援の必要な子どもたちの 
学習の壁の超え方



広汎性発達障害
（ADHD・ASD)

学習障害
（LD)

読み書き障害
（ディスレキシア）



合理的配慮

平等 公平 やりすぎ



基礎的環境整備(授業のUD化）





本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

壁（困り）の超え方



よじ登る（訓練する）

とにかく自力で目の前の壁を超える



持ち上げてもらう（力を借りる）

壁を低くして自力で超えやすくする



回避する（代替手段）

壁を迂回して自力で壁の向こうへ



壊す（ルールを変える）

壁じゃなかったんだ！

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・



超えずに済ます（価値観を変える）

そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない



タブレットを活用した 
機能代替の例



読むこと



アクセシビリティ⇨読み上げコンテンツ



アクセシビリティ⇨読み上げコンテンツ⇨内容を強調表示
（読み上げ箇所のハイライト表示）



デイジー教科書のダウンロード／視聴



ルビ振りも自分でできる



PDF・HTML切替型のデジタル文書ブラウザ



翻訳だけでなく、音声読上も可能



書くこと



一般⇨キーボード　音声入力



一般⇨キーボード　音声入力
(インターネット接続が必要です）



写真⇨編集⇨マークアップ
(板書やワークシートなどの画像に書込み）　



テキスト・手書き・音声・画像のMix



プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒解答入力



思考の見える化



計算すること



手書き電卓（電卓／数字を書く練習に）



計算過程が残せる電卓



筆算時に桁ずれをしてしまう



本日のまとめ



困った子ではなく 
困っている子



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



子どもたちの困りは 
どこにあるのか？

本人？ 
授業？



ユニバーサルデザイン授業 
は万能では無い！

どんな支援でも合わない子は存在する



代替手段（ICTの活用）は不便！！ 

読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



本人が用途に応じて 
手段を選択できる力が必要

本人が支援をプレゼンできる力が必要



受験で機器の使用が認められないから 
普段の授業でも書かせる 

って適切な判断ですか？



合理的配慮の名のもとに 
代替手段を安易に提供することは 
結局不便さを強いているのかも・・ 

アセスメントの大切さ 

本人が選択することの重要さ



参考図書



































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



参考図書



h"p://npo-atds.org 

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

